
2025年度 第2回日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催）プログラム

[テーマ]

[日　時]

[会　場]

[日　程]

9:30-10:00 受付

10:00-12:00 企画セッション

12:00-13:00 休憩

13:00-13:10 ポスター発表説明

13:10-14:15 ポスター発表セッション１

14:15-14:35 休憩

14:35-15:40 ポスター発表セッション2

15:40-16:00 ベストプレゼンテーション賞投票

16:00-16:20 休憩

16:20-16:40 受賞・閉会挨拶

18:00-20:00 情報交換会（事前申込者のみ）

10:00-12:00 企画セッション

A. インタラクティブ型
　1. リサーチコネクト（研究会の発表テーマをマップ化）
　2. 伝言板
　3. 研究交流カフェ（コーヒーブレイクをしながら）
B. 投影型
　映像を放映（論文執筆Tips動画，リレーインタビュー）
C. 設置型
　1. 壁面アンケート
　2. 受賞論文コレクション（論文賞・奨励賞の過去５年分を紹介）

12:00-13:00 休憩

A01 13:10-14:15 我が国において高等教育に求められるSTEAM教育と人材の特徴

○中村謙斗（島根大学），近藤孝樹（東京理科大学）

A02 13:10-14:15
聴覚障害者に対するSTREAMM教育の実践―「言語の身体化」と「情動の可視
化」を用いた多感覚的学びの試み―

○李珍咏(株式会社DynaxT)，永山和樹(株式会社DynaxT), 石原茂和(広島国際
大学), 伊東乾(東京大学)

A03 13:10-14:15
科学教育の関係論的アプローチに向けた試論—STSと人類学の理論的展開か
らの考察—

○廣瀬雄二郎（豊島区立西池袋中学校）

A04 13:10-14:15
海洋環境問題の自分事化を目指した理科授業の開発：海洋プラスチックごみ問
題を事例に

○里浩彰（東京科学大学），千葉和義（お茶の水女子大学），木村優里（東京科
学大学）

A05 13:10-14:15
生成AIを活用した知識構築における論証プロセスの探索：学生と専門家の比較
分析

次世代の科学教育研究

2025年12月6日（土）10:00-16:40

大阪教育大学天王寺キャンパス（およびオンデマンド）



○大滝文一（静岡大学），大島律子（静岡大学），大島純（静岡大学）

A06 13:10-14:15
A Comparative Analysis of Mathematics Teaching Methodologies in Junior
High Schools: Japan and Liberia

○Geh ISAAC SB (Shimane University), Kento NAKAMURA (Shimane
University), Tadashi MISONO (Shimane University)

A07 13:10-14:15 高校数学の協働学習における心理的安全性を確保した授業デザインの検討

○加藤圭太（早稲田大学大学院），森田裕介(早稲田大学)

A08 13:10-14:15 増大的・固定的マインドセットは数学学習の何と関連するのか

○大場彩加（秋田大学），原田勇希（秋田大学）

A09 13:10-14:15 創造理数科における探究活動に向けたワークショップの改善

○松本大輝（東京都立科学技術高校），森田直之（東京都立多摩科学技術高
校），會田雅一（東京都立科学技術高校），今井清光（東京都立科学技術高
校），澤田淳（東京都立科学技術高校）

A10 13:10-14:15
ロールモデルを示すことによる女子生徒の工業系高校への進学意欲向上の考
察

○籾山史奈（東京都立科学技術高等学校・東京農工大学大学院），森田直之
（東京都立多摩科学技術高等学校），幕田斗那加（東京都立科学技術高等学
校），簗瀬立志（東京都立科学技術高等学校），冨高葵（東京都立科学技術高
等学校），今井清光（東京都立科学技術高等学校），稲見真梨（東京都立科学
技術高等学校），保坂勝広（東京都立多摩科学技術高等学校），鈴木憲征（東
京都立多摩科学技術高等学校），藤森晶子（東京都立多摩科学技術高等学
校），廣田怜香（東京都立多摩科学技術高等学校），石亀裕（東京都立多摩科
学技術高等学校），樫村陽子（東京都立多摩科学技術高等学校・東京都立科
学技術高等学校），佐々木義秀（東京都立科学技術高等学校），佐藤正吾（東
京都立科学技術高等学校），村上尚（東京農工大学大学院）

A11 13:10-14:15
シチズンサイエンスプラットフォーム「CoLabField」における科学体験の評価デザ
イン

○下平剛司（福岡大学・総合研究大学院大学），石川まるみ（福岡大学），澄本
慎平（福岡大学），錦織晃太郎（総合研究大学院大学），森田泰暢（福岡大学）

A12 13:10-14:15 算数科における推論の妥当性を示す説明の質的転換を促す教材の開発

○下村勝平（京都文教大学）

A13 13:10-14:15 数学教育における模倣に関する一考察

○松本翔太（島根大学大学院教育学研究科）

A14 13:10-14:15
算数科授業におけるユニット化への意識化のプロセス：第 3 学年「大きい数」を
事例に

○土井孝文（大和高田市立磐園小学校），舟橋友香（奈良教育大学）

A15 13:10-14:15 幼児期における図形認識に効果的な保育者の言語表現に関する考察

〇清田優美（明治学院大学心理学部），辻宏子（明治学院大学）

A16 13:10-14:15 算数科授業における役割取得と葛藤の相互作用による数学的対象の構成

○谷田大海（島根大学大学院教育学研究科）

A17 13:10-14:15
動的幾何環境下での学習者の学びの様相に関する一考察ー三平方の定理の
導入を事例にー

○有川倖貴（奈良教育大学大学院教育学研究科）

A18 13:10-14:15
演算決定に寄与する線分図をかくための学習指導に関する一考察―図に含ま
れる□に焦点を当ててー

○狩野生翔（島根大学大学院教育学研究科）

A19 13:10-14:15 日本国内における外来生物教育研究の現状と課題

○比嘉俊（琉球大学），山口悦司（神戸大学）



14:15-14:35 休憩

B01 14:35-15:40
大学生のSTEM活動への興味と学習方略，動機づけ要因，パフォーマンスとの
関連

○本田真大（明治学院大学心理学部，九州大学大学院人間環境学府），伊藤
崇達（九州大学大学院人間環境学研究院）

B02 14:35-15:40
日本の中学生は科学・技術が自分や社会に与える影響をどのように認識してい
るのか―ROSES調査の記述データの分析を基に―

○石飛幹晴  (広島大学）

B03 14:35-15:40 吸着と水質浄化を関連付ける実験教材の開発

○松岡雅忠（福岡大学），實藤匠汰（福岡大学），上田竜也（福岡大学），梶川文
也（福岡大学）

B04 14:35-15:40
A Comparative Analysis of Philippine and Japanese Teacher Rubrics: Bridging
Policy and Practice in 21st Century Education

○BANAYO Michelle Villa (Shimane University), Kento NAKAMURA (Shimane
University), Tadashi MISONO (Shimane University)

B05 14:35-15:40
AIを実装した同期型CSCLの活用が批判的思考態度に与える効果に関する事
例的研究―相互作用の促進を視点として―

○永野蒼馬（上越教育大学教職大学院），大前佑斗（日本大学），水越一貴（デ
ジタルアライアンス），水落芳明（上越教育大学教職大学院）

B06 14:35-15:40 探究活動におけるケースメソッドを活用したワークショップ型授業の実践

○森田直之（東京都立多摩科学技術高等学校），保坂勝広（東京都立多摩科
学技術高等学校），石亀裕（東京都立多摩科学技術高等学校），鈴木俊宏（東
京都立多摩科学技術高等学校），吉本治（東京都立多摩科学技術高等学校），
藤森晶子（東京都立多摩科学技術高等学校），籾山史奈（東京都立科学技術
高等学校），幕田斗那加（東京都立科学技術高等学校），冨高葵（東京都立科
学技術高等学校），稲見真梨（東京都立科学技術高等学校），樫村陽子（東京
都立多摩科学技術高等学校・東京都立科学技術高等学校），島田雄介（東京
都立多摩科学技術高等学校）前田平作（東京都立多摩科学技術高等学校）

B07 14:35-15:40 治具を活用した探究的ものづくり活動の実践

○冨髙葵（東京都立科学技術高等学校），森田直之（東京都立多摩科学技術
高等学校），岡村義昭（東京都立科学技術高等学校），近藤正寿（東京都立科
学技術高等学校），簗瀬立史（東京都立科学技術高等学校），巻木大輔（東京
都立科学技術高等学校），稲見真梨（東京都立科学技術高等学校），籾山史奈
（東京都立科学技術高等学校），佐々木義秀（東京都立科学技術高等学校），
佐藤正吾（東京都立科学技術高等学校）

B08 14:35-15:40
「論理的に考える力」と「プログラミング的思考力」を伸ばす算数・数学問題作成
システムMathPubの実践報告

○増原拓馬（株式会社DynaxT），永山和樹（株式会社DynaxT），大和田昭邦
（株式会社DynaxT）

B09 14:35-15:40
整数倍における数量関係把握の変容に関する一考察ー関係図のかき方にみる
ルーティンに着目してー

○中畑茉緒子（島根大学大学院教育学研究科）

B10 14:35-15:40
小学校における教科横断的な学びと学校外連携の課題―新教科の実践に取り
組む担任へのインタビュー調査から―

○真田純 (明治学院大学心理学研究科)，辻宏子（明治学院大学）

B11 14:35-15:40 データ駆動社会における市民性に向けた高等学校数学での設計原理

○山本雄大（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科）

B12 14:35-15:40
算数教育における社会的オープンエンドな問題に対する児童の解の変容と価
値観の制限



○内藤真人（一宮市立木曽川東小学校）

B13 14:35-15:40
分数の第一義から第二義への意味の拡張を目指した教材の開発-小学校第5
学年の分数学習を対象として-

○升谷有里（島根大学大学院教育学研究科），中野ひかる（境港市立上道小学
校），下村岳人（島根大学）

B14 14:35-15:40 偶数、奇数の学習の理解状況に関する一考察

○山田明日可（境港市立上道小学校）

B15 14:35-15:40
外来種被害予防三原則の普及を意図した教材開発：動物園の両生類・爬虫類
をモチーフとしたデジタルスタンプラリー

○三宅志穂（神戸女学院大学），森松玲（神戸女学院大学），前田菜穂（地方独
立行政法人天王寺動物園），廣谷あおい（地方独立行政法人天王寺動物園）

B16 14:35-15:40 ヘルスリテラシー向上を目指した教育的介入に関する展望

○外塚恵大（東京科学大学），木村優里（東京科学大学）

B17 14:35-15:40
教員養成課程における理科授業へのICT活用理解の深化とPCK発達の検討－
SAMRモデルを用いて－

○田中秀志（東京理科大学），興治文子（東京理科大学）

B18 14:35-15:40
日常的な生き物への関心を育む自然観察プログラムの開発：丹波篠山市での
試行的実践

○髙橋あおい（神戸大学，篠山チルドレンズミュージアム，特定非営利活動法
人里地里山問題研究所），矢崎英盛（東京都立大学），上田羊介（東北大学），
川添達朗（特定非営利活動法人里地里山問題研究所，東京外国語大学アジ
ア・アフリカ言語文化研究所），清野未恵子（神戸大学）

B19 14:35-15:40 希少種アマミノクロウサギのロードキル問題を題材とした教材開発

○幸田真梨子（神戸女学院大学人間科学研究科），菅彩希子（神戸女学院大
学人間科学部環境・バイオサイエンス学科），玉井水緒（神戸女学院大学人間
科学部環境・バイオサイエンス学科），中本千尋（神戸女学院大学人間科学部
環境・バイオサイエンス学科），日髙姫翠（神戸女学院大学人間科学部環境・バ
イオサイエンス学科），三宅志穂（神戸女学院大学生命環境学部）

C01 オンデマンド
AIチャットボットの問題発見・改善PBLを用いた基礎AI教育―生成AIとの対比に
よる効果―

○秋山綱紀（金沢工業大学），岡本壮悟（金沢工業大学），西岡圭太（金沢工業
大学），中村晃（金沢工業大学）

C02 オンデマンド 理科における知的謙虚さの実態―小学生と中学生の比較を中心として―

○雲財寛（広島大学），川崎弘作（岡山大学），中村大輝（宮崎大学）

C03 オンデマンド
ジェスチャーで学ぶ細胞分裂 －中学校理科の「生物の成長と殖え方」において
－

○小田晋（やまぐち総合教育支援センター），舛田亮子（下松市立下松中学
校），松永康弘（下松市立下松中学校），佐伯英人（山口大学教育学部）

C04 オンデマンド
「適応」のConceptual Profileモデルを用いた高校生物の「進化」に関する教室
談話の分析

○志賀優（筑波大学大学院人間総合科学学術院），山本容子（筑波大学人間
系）

C05 オンデマンド
理科実験講座が小学校教員を志望する大学生の理科実験指導力の自己認識
に与える影響

○新鶴田道也（東海大学），永山貴洋（石巻専修大学）

C06 オンデマンド
コネクショニストモデル導入による理科学習支援イノベーション：教育DX･次期学
習指導要領デジタル学習基盤を視程した小学校理科教員養成における学習支
援指導の新展開に向けて

○杉本　剛（関西福祉大学教育学部，東北大学大学院教育学研究科）



C07 オンデマンド 「太陽高度と気温の変化」の仮説設定に必要な先行的了解の指導

○比樂憲一（お茶の水女子大学附属小学校），遠西昭寿（愛知教育大学名誉
教授）

C08 オンデマンド
異種の2量のユニット化による問題解決能力の育成を目指した授業構想及び調
査計画

○矢萩陽介（島根大学大学院教育学研究科），升谷有里（島根大学大学院教
育学研究科）












